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倉
倉敷天文ii蓬
敷　　逼　　信
　荒　木　　健　児
　四月七日附で，岐阜縣の熱心な丁丁家廣瀬君が書いてみる中に，次の一節
がある一一
　　名古屋で，大勢干る人々のうちで，この月蝕を見上げる人は一人も私は見ません
　　でした，どうしてかうなんだらう？　　もっともっと天文の知識を大衆に曹及さ
　　せなければならないとつくづく，思ひました．
と，大いに1噴概の態であるが，憤慨してもうけたのは廣瀬君で，倉敷傑作の
満月と月蝕との爲眞にありついたのである．うらやましV・諸君は出る九月の
月蝕の機會を巧にとらへること．
　倉敷の奇談珍景はいくらでもあるが，その内尤なるものを一つ御紹介に及
ぶとする，鳩居堂の風雅な藁紙にさらさらと美しい毛筆を走らす紳士が，槻
測室内にはりつけてある古賀恒星岡を見て，
　　しこれ等澤山の星星の中で，地球はどれですか　　？T
なる重大質問を獲して超然としてみる．私は驚きの饒り箔然としてみる．笑
はうにも笑はれない．
　天文毫の座敷だから，床に恒星圃がかかってみても，別に不思議はない筈
であるが，世の中は妙なもので，感心する人があると同時にひやかすお方も
ある．そこで一とV・ふわけではないが，この頃は恒星圃が左遷されて，堂
堂たるものが位を占めてみる．水野先生から拝借してみるので，語に曰く．
　　宇宙便是吾心吾心至言宇宙
と，實に達筆であり，これをしっかに見てみると，天文塁構内へ，今にも大
宇宙の百兆億萬分の一位の大限石が落ちて來さうに思はれてたらない．この
實現はむつかしいとしても，
　　まさやけき　星をあふきて　この刹那
　　　　思ふことなれ　心たらぴぬ　　×　×
と誰かのお歌にもあった如く，天文はありがたいと思ふことである．
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　　　　　　　　　　　　四月一丁記事
　四月廿滲日　朝からどんより曇った室は書近くになってとうとう細い雨に
攣り，風も加つたが，今日の貴重な展覧會を見んものと岡山からは水野先生
　　　　　　　　　　　　　　　亀
が見え，大阪からの來會者もあり次第に増員の顔もふえてみつた．
　正三時　水野先生の御挨拶よりプログラムは初まる．山本會長が“我が開
國文化と天文學”と題して昔の我が國は天文方面に研究が意外に進められて
居た事を徳川初期より年を追って御説明になり，最後に目下御研究中の江州
の國友一貫齋の晩年の種々の観測の正確さが全く驚くに足る業跡であること
を御話になって，來鵜者皆驚異の目を瞠り，次いで中村要氏がL國友藤兵衛一
貫齋の作りし望遠鏡につきて「の演題のもとva　一貫齋が研究の上の研究が目
前に見られる立派なレンズや設備不完全の平時でこれ程の望遠鏡を製作せら
れた苦心を唯驚嘆の二字のもとより御語になって聴くもの夏にご貫齋の偉業
を敬服した．
　講演がすんで，わざわざ國友家より御1｛1品下さつた数々の貴重な品々を心
ゆくばかり心にきざんで五月雨にくもる山道を五時過ぎに下る．
　営日の御出品の品々．
　　國：友一鋲齋の天文遺跡・藏書・書翰・太腸黒貼槻測・自作のテレスコツ
　　フ遠目鏡・遠目鏡の製作畳書設計圖
　　日月詩業試図
　　幅王早生享の遺書類
　　滲考古書……水野千里氏餌品
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